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出前授業を名古屋市の小学校にて実施 
～海運や船員の仕事について紹介～ 

 
当協会は、日本の暮らしと産業を支える海運をはじめとする海事産業の重要性

を学校教育において取り上げていただくよう、商船や海事施設等の見学会、授業

への協力やオンラインコンテンツの制作などに取り組んでおります。 
今般、10 月 21 日（金）に、日本海事広報協会、日本船長協会およびフジトラ

ンスコーポレーションと協力し、名古屋市立大高小学校 5 年生約 100 名（3 クラ

ス合同）を対象に、貿易、海運の重要性や輸送に関わる仕事について出前授業を

行いましたのでその模様をお知らせします。 
 

 前半は日本海事広報協会および当協会より貿易と海運の重要性について、後半

はフジトランスコーポレーションと日本船長協会より自動車荷役ならびに船員の

仕事など実際の現場で働く人ならではの話をしました。 
 
前半は、児童が楽しく学べるようクラ

ス別対抗のクイズ形式にて進めていき、

まずは、島国である日本の特徴（エネル

ギー資源や食料に乏しい）や、愛知県の

一大産業である自動車にも触れながら貿

易の概要について紹介しつつ、エネルギ

ー資源（鉄鉱石）の輸入の割合に関して

のクイズを実施。 
 

 
次に、海上輸送手段の一つとしてコン

テナを取り挙げ、児童にコンテナ型の小

物入れを配布し、何故色が異なるのかに

関するクイズを実施。中に入れた消しゴ

ム（サッカーボール/フライドポテト）を

ヒントに考えてもらうとともに、ドライ

コンテナやリーファーコンテナ以外に

も、運ぶものに応じて様々なコンテナが

あることを説明しました。 
 
 



 
その他、自動車を輸出する自動車専用

船については一度に運べる台数（約

8,000 台）に関するクイズを出すなど、

製造から海外に輸出され販売されるま

での一連の流れの中で、①車を製造する

仕事、②車を港までトラックで運ぶ仕

事、③自動車の荷役をする仕事、④自動

車船を動かす船員の仕事、⑤自動車船を

造る仕事、など多くの仕事が存在する事

を伝えました。 
 

 
 前半の最後には、「前述①～⑤のいず

れかの仕事に従事している人」、として

フジトランスコーポレーションおよび

日本船長協会の担当者を紹介、どの職

業か当ててもらうため質問を募集、児

童からは「陸上での仕事なのか？」「何

かを造る仕事なのか？」など多くの質

問寄せられ、児童は夫々の職業を予想

しました。 
 

 
後半は、担当者に仕事着に着替えて登場してもらい正解を発表、児童たちから

拍手で出迎えられました。 

 
 
 
 
 



その後、フジトランスコーポレーショ

ンより名古屋港の特徴（取扱荷物量日本

第 1 位、24 年連続貿易黒字、自動車取

扱量世界第 3 位）の紹介とともに、自動

車の積み込む様子を画像と共に伝えま

した。 
また、同社が日本国内の自動車の約

85%を運んでいることを話すと、児童た

ちは驚きの表情を見せておりました。 
 
 

最後に、日本船長協会より航海士や

機関士の職務内容、船上で働く船員の

人数、船内設備、船上での過ごし方や船

員だからこそできる体験や見られる景

色について、写真や動画も用い紹介し

ました。児童たちは特に船内の居住環

境や船上から見たオーロラをはじめと

した絶景に興味を惹かれている様子で

した。 
 
児童はクイズ等にも積極的に取り組み、問いかけに対しての反応も良く、終始

和やかな雰囲気の中、出前授業を終了しました。 
 
終了後児童からは「貿易や船の大切さがわかった」、「楽しかった」と感想があ

り、教員からも「児童たちも興味深く楽しそうに話を聞いており、自身の将来の

仕事についても考えてもらえる貴重な学びの場になったのではないか」との声が

寄せられました。 
 
当協会は、今後も海事関連諸団体などと連携しながら、海事産業をより教育に

取り上げてもらえるよう広報活動に注力してまいります。 
 

以上 


